
2025年度 第 1回 学校運営協議会 

 

１ 日時 2025年（令和 7年）5月 30日（金） 14:00～15:５0 

 

２ 場所 図書室 

 

３ 参加者 

 

上野 リサ 地域学校協働活動推進員・デザイナー 

古山 貴規  経済産業省 

平岩 千尋 

（オンライン） 
学校医 

羽田 知世 さくらホーム 

江竜 陽子 TAU GRAPHICアートディレクター 

和田 聖子 PTA会長 

友瀧佳司之 福山市立鞆の浦学園 校長 

 

４ 内容 

① 授業参観 

② 任命通知書交付 

③ 2025年度（令和 7 年度）の取組説明 

④ 質疑・応答，意見交換 

 

◆今年度の方針（校長） 

・昨年度の学校関係者報告の結果より、さらなる地域・産学との繋がりのため、

7 年生は鞆学で様々な企業を訪問し企業理念を聞き、地域の方から地域の現

状や思いを知ることから探究を始める。 

・挑戦すること・いじめの芽をつむこと・幸せの道の充実を重点に取り組んで

いる。そして、個別最適な学びと協働的な学びを推進し、学ぶ意欲が高まる

授業やこどもたちの「やりたい」「分かった」を大切にし、鞆学・自立・生単

を軸にした学びと体験がつながる授業を探究していく。 

・こどもたちのやりたい行事と合わせて、学びや成長を地域・保護者へ発信し

ていくことを充実させていく。 

 

◆気づき・交流・協議 

・学びの発信では、目的意識や相手意識を持たせて発信方法を工夫させていく

ことを児童生徒に考えさせる習慣をつけてほしい。若い先生にもどんどんチ

ャレンジしてほしい。 



・鞆学は先進的な取組である。地域とのつながりをさらにレベルアップしてい

くことを期待している。こどもたちは「自分の好き」を学びにつなげていっ

てほしい。 

・地域と学校とのつながりやすさを感じている。こどもたちも地域で出会った

ときに進んで挨拶してくれることをうれしく感じている。 

 

 

⑤ 職員との交流 

・「鞆学について」開設当時の思いや願いを知っている学校運営協議会委員の人

たちから先生たちに伝えていく機会を設定する。 

・それぞれの専門性を生かし、授業づくりに協力していきたい。目的をしっかり

先生たちと共有し取り組んでいく。（ポスターづくり・修学旅行に向けて・福祉

教育・健康教育） 

・地域課題を明確にし、こどもたちが興味関心を持ち一緒に解決していきたい。 

・それぞれの学年の学びを学校運営協議会の方々と具体的に連携できた時間で

あった。 

 

 

 

⑥ 事務連絡 

・次回の連絡 

  第 2回学校運営協議会  10月 17 日（金）14:00～15:50 

 


